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　「第 12 回登米市産業フェスティバル」は10月23日、迫
体育館および迫中江中央公園で開かれ、市内企業が最
新の製品や技術を展示、紹介しました。
　体育館内の企業ブースには、各社で製造している製
品や体験コーナーが、屋外には飲食コーナーが設けら
れ、市内の特産品や名物などを販売。同日は天気にも恵
まれ、約１万３千人の来場者でにぎわいました。加藤春

はる

香
か

さん（10）＝米山町大又＝は「サンドブラストガラス
彫刻でマイグラスを作りました。砂をかけるのが難し
かったけど、きれいに出来て楽しかったです」と作品の
出来に満足していました。

市内企業60社が出展し、製品だけではなく「ワザ」も紹介。来
場者は、何秒でねじ回しができるかなどを体験しました。

　「第11回登米市スポーツまつり」は10月10日、諏訪公
園を主会場に開かれ、大勢の市民がスポーツの秋を楽
しみました。
　スポーツまつりは、ウオーキング、ノルディックウオ
ーキングなどが催され、約500人が参加。同日はメイヤ
ーズウオーキングも併催。リオパラリンピックのアー
チェリー競技に出場した小野寺公

きみ

正
ま さ

さん＝東和町米川
10区＝が１日市長として、ウオーキングに参加し参加
者と交流を深めました。菊地可

か

奈
な

子
こ

さん（12）＝登米町
前小路＝は「サッカーをしていますが、５㌔歩くのは思
ったより大変」と話していました。

ノルディックウオーキングは、通常のものより全身の筋肉をた
くさん刺激するので、体力づくりや減量などに効果的です。

　米川小みどりの少年団（５、６年25人）は10月９日、市内
の事業所を訪れ、自分たちで育てたマイタケを販売し
ました。
　マイタケの生産、販売は、総合的な学習の時間の一環
として、米川生産森林組合の協力を得て取り組んでお
り、地域の産業である林業に触れることで、愛郷心や社
会の一員としての自覚を促すことを目的にしていま
す。市役所迫庁舎に訪れた児童らは「採れたてで、おい
しい米川のマイタケ。皆さんお一ついかがですか」と元
気に宣伝。準備した300 パックは瞬く間に売り切れま
した。

児童たちは「皆さんのご協力のお陰で売り切れました。大事に頑
張って育てたので、おいしく食べてください」と満足気でした。

　小池百
ゆ

合
り

子
こ

東京都知事は10月15日、本市に訪れ、2020
年東京オリンピック・パラリンピックのボートとカヌ
ー・スプリント競技会場の代替候補地となっているア
イエス総合ボートランド（長沼ボート場）と南方町の仮
設住宅を視察しました。
　視察には、村井嘉

よし

浩
ひ ろ

県知事と布施孝尚市長が同行。
長沼ボート場では、村井県知事や日本ボート協会幹部
らとモーターボートに乗り、競技環境を確認しました。
　視察後、小池都知事は「仮設住宅が五輪用によみがえ
るのは大きなメッセージになります。視察を基に都の
選択を定めていきます」と述べました。

アイエス総合ボートランドには約３千人の市民が集まり、小池
都知事の来市を歓迎。長沼への競技会場誘致をＰＲしました。

店主と客の距離の近さが、フリーマーケットの魅力の一つ。気
軽に会話を楽しんだり、値段交渉をしたりしていました。

　はさま童謡を歌う会（吉田博
ひろ

子
こ

代表）の「ふれあいコ
ンサート」は10月18日、市役所迫庁舎で開かれ、来場者
は懐かしい曲と美しいハーモニーを楽しみました。
　コンサートは５回目の開催で、「おもちゃのマーチ」
「赤い鳥小鳥」「赤い靴」など、誰もが聞き覚えのある５
曲を披露しました。来場者は、曲に合わせて手拍子を
したり、一緒に口ずさんだりするなど、歌い手と一体
となりコンサートを楽しんでいました。佐藤孝

たか

子
こ

さん
（67）＝迫町大網東＝は「１回目から来ています。童謡が
聞けるコンサートは、ほかにはなく貴重な機会。心が温
まりました」と感動していました。

コンサートは、市役所の昼休み時間に開かれ、窓口などに訪れ
た人も足を止めて聴き入っていました。

　東北最大規模の販売ブースを誇る「佐沼秋のフリー
マーケット」（佐沼中央商工会主催）は10月16日、中江中
央公園などを会場に開かれ、市内外から約６万５千人
の来場者でにぎわいました。
　フリーマーケットは、市内外から約 430 の個人や商
店が、雑貨、骨董品や飲食物のブースを出店。野外ステ
ージでは、気仙沼市出身の熊谷育美さんのライブや佐
沼小、中学校が合同で吹奏楽を演奏するなど、来場者を
楽しませていました。出店した岩渕靖

やす

司
し

さん（42）＝米
山町貝待井＝は「インターネットの販売と違い、会話が
楽しいです」とフリーマーケットを楽しんでいました。


